
 

 

 

 

 

 

１ 単元の目標と評価規準 

目標： 目的を意識して、中心となる語や文を見付けて要約することができる。 

ア 知識・技能 イ 思考・判断・表現 ウ 主体的に学習に取り組む態度 

①考えとそれを支える理由や

事例、全体と中心など情報と

情報との関係について理解し

ている。 

① 「読むこと」において、目的を意

識して、中心となる語や文を見

付けて要約している。 

② 「読むこと」において、文章を読

んで感じたことや考えたことを共

有し、一人一人の感じ方などに

違いがあることに気付いている。 

① すすんで文章を要約し、学習の

見通しをもって、まとめたことを

伝え合おうとしている。 

２ 教材について 

おわり 中 はじめ 

中③ 中② 中① 

⑪ ⑩ ⑨ ⑧ ⑦ ⑥ ⑤ ④ ③ ② ① 

結
論 

事
例
② 

事
例
① 

工
場
で
作

っ
た
接
着

剤 欠
点 

事
例
② 

事
例
① 

自
然
の
材

料
の
接
着

剤 事
例
② 

事
例
① 

話
題
提
示 

そ
れ
ぞ
れ
の
せ
っ
ち
ゃ
く
ざ
い
の
と
く
ち
ょ
う
に
合

わ
せ
た
使
い
方
を
す
る
こ
と
で
、く
ら
し
を
ゆ
た
か

に
し
て
い
る
。 

昔
の
絵
な
ど
、美
術
品
の
修
理
に
は
、昔
か
ら
あ
る

米
や
小
麦
か
ら
作
っ
た
の
り
や
、に
か
わ
が
活
躍
す

る
。 

自
然
に
あ
る
物
の
よ
さ
を
生
か
し
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
か
ら
作
る
の
り
は
、じ
ょ
う
ざ
い
を
作

る
時
に
使
わ
れ
る
。 

今
、使
っ
て
い
る
せ
っ
ち
ゃ
く
ざ
い
は
、ほ
と
ん
ど
が

工
場
で
作
ら
れ
た
も
の
だ
。 

こ
れ
ら
は
く
さ
り
や
す
か
っ
た
り
、さ
む
い
と
き
ち

ん
と
く
っ
つ
か
な
か
っ
た
り
す
る
点
が
不
便
で
あ
る
。 

「
に
か
わ
」
は
、動
物
の
ほ
ね
や
皮
を
に
た
し
る
を
、

か
わ
か
し
て
か
た
め
て
作
る
。 

た
い
た
米
を
へ
ら
で
つ
ぶ
し
、水
を
合
わ
せ
て
よ
く

ね
っ
て
い
く
と
の
り
が
で
き
あ
が
る
。 

昔
か
ら
自
然
に
あ
る
ざ
い
り
ょ
う
を
使
っ
て
、せ
っ
ち

ゃ
く
ざ
い
を
作
っ
て
き
た
。 

飛
行
機
や
電
車
な
ど
を
作
る
と
き
は
、ね
じ
な
ど
の

か
わ
り
に
せ
っ
ち
ゃ
く
ざ
い
を
使
う
こ
と
で
軽
く
す

る
こ
と
が
で
き
る
。 

体
そ
う
服
の
ゼ
ッ
ケ
ン
は
、ね
つ
で
と
け
る
せ
っ
ち
ゃ

く
ざ
い
が
つ
か
わ
れ
て
い
る
。 

物
と
物
を
く
っ
つ
け
る
は
た
ら
き
を
す
る
も
の
を
せ

っ
ち
ゃ
く
ざ
い
と
い
う
。 

本教材は、接着剤の用途や今と昔の違いなど様々な観点から接着剤について知ることができるものである。

児童が自分が興味をもったことを紹介するために大事な語や文を見付けて要約することに適した教材文である。 

きょうみをもったことをしょうかいしよう 

「せっちゃくざいの今と昔」 ３年 1組 



３ 単元計画（全７時間） 

次 時 学習目標 学習活動 

第
一
次 

１ 
身の回りの接着剤に目を向け、単元

の学習の見通しをもつ。 

〇昔の接着剤の原料を見せる。 

○のりを使った経験や、接着剤が身の回りでどのように使

われているかを想起させる。 

第
二
次 

２ 

 文章の構成を捉えて、５つのまとまり

に分けることができる。 

〇教材文を「はじめ、中、終わり」の３つのまとまりに分け、

さらに「中」３つのまとまりに分け、書かれている内容を

確認する。 

３  

大事な言葉を見付け、「中①」に書か

れている内容を表に整理する。 

〇「中①」に書かれていることを表に整理する。 

〇大事な言葉や文と事例との関係で「中①」をまとめる。 

４
（
２
組
本
時
） 

【展開１】中心文やキーワードに着目

し要約のポイントを理解する。 

 

【展開２】自分が入れたいキーワード

を決め、要約文を書くことができる。 

〇２段落の中心文やキーワードを見付け、言葉の並び替え

や付け足し、書き換え、そして要約する。 

〇要約するためのポイントを理解する。 

○２段落で理解した要約のポイントを踏まえ、中心文と自

分で選んだキーワードを使い、３段落を要約する。 

５ 

大事な言葉を見付け、「中②」に書か

れている内容を表に整理する。 

○「中②」に書かれていることを表に整理する。 

〇大事な言葉や文と事例との関係で「中②」をまとめる 

６
（
１
組
本
時
） 

【展開１】自分が興味をもったことの

中心が伝わるように、要約すること

ができる。 

【展開２】要約文を読み合って、共通

点や相違点を見付ける。 

〇「中②」の５段落、６段落から自分が興味をもった段落

を選び、伝えたいことの中心が伝わるように、大事な言

葉や文を使って要約をする。 

〇同じ段落を選んだ児童と小グループをつくり、要約する

際に、工夫したことを伝え合い、良いところや一人一人

の感じ方の違いを見付ける。 

７ 

中③の要約文を書く。 

筆者の考えについて、自分の考えをも 

ち、友達と交流する。 

〇中③の９段落、１０段落を要約する 

〇１１段落について、自分の考えをまとめ、意見交換する。 

４ 全力参加のための手立て 

 

 

 

 

 

 

ダウト読み・並び替え 

着目させたい言葉や文を意図的に置き換えた

文章を提示し、正しい文章を考えさせる。 

        →内容理解 

学びマップの活用 

単元の流れや学習のゴールを示すことで、児童

が見通しをもち安心して進めることができる。 

        →学習の見通し 

ペア活動 

全員が意見を話す機会をつくる。自分の意見

をもてない児童にも聞いて学ぶ場を設定す

る。 

        →全員参加 



５ 本時の展開（全７時間中の第６時） 

本時の目標：自分が興味をもったことの中心が伝わるように、大事な言葉や文を使って要約をすることができる。 

時間 学習活動 
・指導上の工夫 

▲個別の支援 

評価規準 

（評価方法） 

導入 

２分 

 

１ 本時のめあてを確認する。 

 

 

・学びマップで確認。 

 

 

展開 1 

２５分 

 

内容 

理解 

 

 

 

 

 

 

３ ⑤～⑥段落を音読し、それぞれの文

の誤りを探す。 

仕掛け ダウト読み 

 

４ 大事な言葉や文を、前時にまとめた

表から確かめる。 

 

 

５ 要約する際のポイントを確認する。 

 

 

 

 

 

６．２つの事例（⑤⑥段落）で伝えたい

中心は何かを考える。 

T：興味をもった事例にネームプレート

を貼りましょう。 

 

７.興味をもった事例を要約する。 

・中心文と大事な言葉を組み合わ

せる。 

 ・90文字以内に要約する。 

・キーワードとなる語句を意図的に

置き換える。【焦点化】 

 

 

・中②の言葉や文をまとめた表（段

落別）を提示する。【視覚化】

【焦点化】 

 

・伝えたいことを中心に大事な文や

言葉を入れる。 

・短く（９０文字以内・２文以上） 

・言葉を変えてもよい 

 書き換え・付け足し 

 

・⑤、⑥段落にネームプレートを貼

らせる。 

【焦点化】【ネームプレート】 

 

・段落の中心文を見付けさせる 

・中①で要約した文を提示し、要約

するときの参考にさせる。 

【視覚化】 

▲机間指導をしながら、なかなか

書けない児童に対しては、表の

言葉を基に組み立てるよう言葉

掛けを行う。 

 

 

 

 

 

 

 

  読みたい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自分が興味をもったこと 

の中心が伝わるように、 

大事な言葉や文を使っ 

て要約を書くことができ 

る。（ワークシート） 

せっちゃくざいについてきょうみをもった内容を要約文で伝えよう。 

考えたい 

 



 

６ 板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 授業観察の視点 

（１）本時のねらいが達成されていたか。そのための指導法が考えられていたか。 

（２）児童が全力参加する姿が見られていたか。 

（３）分かりやすく、考えを深めたり広げたりするために有効な発問であったか。 

 

 

展開２ 

１５ 

分 

 

交流 

８ 小グループで要約した文章を読み

合い、工夫したところや共通点や相

違点を交流する。 

 

T.同じところにネームプレートを貼った

人と 3 人グループになり、要約した

文を伝えましょう 

T.要約文を読んで、自分と同じところ、

違うところを見付けてみましょう。 

 

９ 全体で交流する。 

【共有化】 

T.自分が興味をもった事例の要約を

発表しましょう。 

 

・興味をもった事例が同じ人同士 3

人グループで交流する。 

【共有化】 

・表にまとめたキーワードが書いて

ある文かを検討させる。 

【焦点化】 

 

 

 

 

 

 

・様々な考えに触れることで、一人

一人の感じ方の違いを見付ける

ことができるよう、意図的な指名

も取り入れる。 

 

 

 

 

 

   伝えたい 

 

 

まとめ 

3分 

８ 学びマップで今日の学習を振り返

る。     

【共有化】  

せ
っ
ち
ゃ
く
ざ
い
の
今
と
昔 

 
 

    

要
約…

文
章
の
内
よ
う
を
短
く
ま
と
め
る 

●
要
約
の
し
か
た 

 
 

①
中
心
文
を
見
つ
け
る 

②
自
分
の
言
葉
で
書
き
か
え
た
り
、 

お
ぎ
な
っ
た
り
す
る
、
。 

③
九
十
文
字
い
な
い
に
お
さ
め
る
。 

                      
●
要
約
文 

・
米
か
ら
作
る
の
り
は
、
ふ
う
と
う
の
ふ
た
を
と
じ
た
り
、
し
ょ
う

じ
を
は
り
か
え
た
り
す
る
の
に
つ
か
っ
て
い
た
。 

・
動
物
の
骨
か
ら
つ
く
る
に
か
わ
は
、
家
具
や
楽
器
を
作
る
時
や
、

絵
の
具
を
作
る
時
に
つ
か
わ
れ
て
い
た
。 

 

せ
っ
ち
ゃ
く
ざ
い
に
つ
い
て
き
ょ
う
み
を
も
っ
た
こ
と

が
つ
た
わ
る
よ
う
に
要
約
し
よ
う
。 

    

中
②
の
本
文 

事
例
①
？ 

中
②
の
要
約
文 

事
例
②
？ 

事
例
②
の
大
事

な
言
葉
・
大
事
な

文
を
ま
と
め
た

表 

事
例
①
の
大
事

な
言
葉
・
大
事
な

文
を
ま
と
め
た
表 

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト 

ネ
ー
ム
プ
レ
ー
ト 


